
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究の背景と目的 

2011年3月11日に発生した東日本大震災後の津波からの避難

場所として，神社が果たした役割は注目に値する。低平地部に位

置していた家屋や商店，一部の学校施設が被災する中において，

高台に鎮座する神社の多くが大きな被害を免れ，社屋や社殿が数

日から数か月にわたって避難場所あるいはボランティアや自衛隊

の救援拠点として多くが活用された。例えば，南三陸町戸倉・折

立地区にある五十鈴神社には保育園児および小学児童109人を含

む地区住民 190 人余りが避難し，一夜を明かして難を逃れた 1）。

神社には資源力（備蓄用食糧・広い空間），檀家を中心とした人的

力，そして安寧を与える宗教力があり，岩手・宮城・福島の3県

において約4分の1の神社が避難所として利用されたと推定され

ている 2）3）。 
こうした実際の出来事は，被災地域の地形と，当該地域の歴史

性および文化性を象徴する空間である神社との関係性を再考する

きっかけになったといえる。地形は津波の遡上高を規定する物理

的な障壁であることを踏まえ，神社を含む高台を防災計画へと援

用することの有用性がすでに指摘されている4）5）。そのためには，

避難場所としての潜在性を有する神社周辺の地形条件を実証的に，

かつ詳細に理解することが必要となる。しかしながら，関連する

既往研究では，震災時に避難場所となった神社内での活動 5）や避

難経路に関する研究 6）7）があるが，個別事例の把握に留まり，体

系的な検証を行うまでには至っていない。 
地形と神社との関係性の理解において，本研究では各神社を中

心とする局所的な地形条件に着目する。神社の立地特性について

論じる既往研究では，斜面地 8）や断層 9），周辺景観 10)といった自

然環境との相関性が明らかにされてきた。そうした広域的かつ，

網羅的な検証に対して，被災地である三陸沿岸地域の地形的特徴

を踏まえ，本論では神社の立地特性をより細かい縮尺から個別に

捉えることを試みる。 
以上の背景を踏まえ，本研究では東北三陸沿岸地域の神社の立

地特性を地形条件という観点から詳細に明らかにし，その因果に

ついて地域の歴史的背景との関連から考察することを目的とする。

最後に今後の防災計画を展望する上で，神社の持つ立地特性が果

たしうる防災上の役割についての考察を行った。 
折しも，防潮堤建設，高台移転などハード面における復興への

具体的な計画が徐々に明らかになる現状に対して，地域を特徴づ

ける地形と，そうした自然環境を受容しながら形成してきた歴

史・文化的な営みとの関連を理解することは緊急を要する課題で

ある。こうした検証を通じてはじめて，地域社会を再建するのに

不可欠なソフト面における復興への議論が可能となる。 
 

２．研究対象地 
宮城県北部に位置する本吉郡南三陸町は，津波による被害の最

も大きかった自治体の一つであり，かつ東北三陸沿岸特有の鋸歯

状の山地状地形と入り組んだ海岸線を顕著に併せ持つ。典型的な

リアス式海岸地形を有する同町は，古くから津波被害を繰り返し

経験し，多大な被害を蒙ってきた。そのため沿岸部には水門，一

部高さ 5.4m におよぶ防潮堤が設置されるなど，津波被害に対す

る備えが充実していた。海岸線に沿って点在する小さな入り江ご

とに漁港があり，“浜”と呼ばれる小さな集落が展開され，コミュ

ニティの最小単位を構成する。こうした集落の最大のものが町役

場や防災庁舎のおかれていた志津川中心部であり，歌津・伊里前

地区がこれに続き，海岸部に位置するわずかな低平地に形成され

た市街地が，とりわけ震災時に深刻な被害を受けた。南三陸町は，

震源地から約 130km の距離にあり，地震発生から 30-40 分後に

津波が到達した。町内の60%以上の家屋が全壊および半壊の被害

を蒙った 11）。津波の高さは志津川中心部でおよそ14-16m，歌津

伊里前で13-16mであったことが推定されている 12）。なお，本研

究では，浜と呼ばれる海岸線沿いの集落における神社とその被災

状況に焦点があるため，内陸部に位置する入谷地区を除き，志津

川・歌津・戸倉の3地域（以下，町内沿岸部）を対象地とする。 
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図－2 南三陸町の地形と被災・非被災神社の分布 

図－1 神社を中心とする地形条件の分類に関する模式図 

３．神社の地形的立地特性の把握 
（１）方法 
対象地における神社の立地と地形との関係性を明らかにするた

めに各種地図データを重ね合わせた。地形の把握にあたっては国

土地理院発行の数値標高モデル（10mメッシュデータ）を用いた。

神社の正確な位置及び面積を把握するためには，震災以前の町の

様子が細部までうかがえるゼンリン住宅地図本吉郡南三陸町

2011年3月，津波による浸水位置の把握には，原口らによる津波

詳細地図 12）および2011年より毎年夏に実施した現地踏査をもと

に，作成を行った。GISソフトウェアQGIS（QGIS Development 
Team 社）を用いて基盤図を作成し，3D ソフトウェア

Rhinoceross4.0 (Robert McNeel & Associates社)を用いて神社

個々の周辺地形条件を 3 次元化し，分類を行った。分類に際し，

神社を中心とした直径100mの空間を対象とし，最も標高の最も

高い地点E1，低い地点E2，それぞれ地点間の傾斜（平均勾配Ā）
を求め，図―1のようにAからDの4分類とした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）結果 
図―2は南三陸町内の地形と津波浸水地域，そして神社の分布，

発見されている館跡の位置を示している。また，神社周辺の地形

条件をもとに，神社の属性（被災率，平均標高，平均社屋面積，

および海岸からの近接性，すなわち沿岸から100m以内の立地率），

および標高別分布数をまとめたのが表―1と図―3である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

震災以前，町内沿岸部には大小 56 の神社が位置していた。そ

のうち津波浸水域内の神社の数は 14 ヶ所，その全ての標高が海

抜15m以下であることが分かった。現地踏査の結果ともあわせ，

神社の多くが低平地部の居住地域と近接性を持ちつつ位置してい

ることが見て取れた。全神社の平均標高は海抜約23.7mで，こう

した高台に位置する神社が南三陸町においても，津波から人々の

命を守った。190 人余りが避難した戸倉・五十鈴神社に加え，戸

倉久須志神社37人，歌津・三嶋神社では16人，町による避難所

指定の有無に関わらず，地域住民が緊急避難をし，一晩を過ごし

たことが報告されている 13）。  
また，神社と海岸線からの距離を求めると，73.2%（41神社）

が海岸線から500m以内（うち被災は10神社），32.1%（18神社）

が100m以内（うち被災は5神社）の範囲に位置していた。これ

ら結果は，被災の有無と海岸線からの距離とに明確な相関が少な

いこと，また町内沿岸部の急峻な地形条件を反映していることを

示唆している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
表―1，図―3より，被災神社の半数が地形タイプA，すなわち

「平地」に分類された。タイプAは被災率が約6割にのぼり，平

均標高が4分類中最低である。同様に，社屋面積が平均して最小

であることを踏まえると，小規模な社あるいは祠が大半であった

ことが推測される。ゼンリン住宅地図より，それらが一般家屋・

商店と市街地内で混在していた様子がうかがえた。次に多く被災

した神社はタイプB；縁，すなわち神社が平地と丘陵地の境に位

置しているタイプである。市街地の縁辺部に位置し，山の斜面に

沿って参道および鳥居があるタイプで，赤い鳥居が居住地域内か

ら際立って視界に入るように設置されている。タイプC；斜面，

は全神社の半数近くが分類されるタイプで，勾配が一様に15%を

超える斜面に神社が立地していることを示す。長い上り階段の参

道と社殿の背後に山並みが続く在り様が町内の神社周辺の地形の

典型であると考えられる。全分類中最大の平均社屋面積を有し，

また市街地の近傍に位置していたがために住民たちの避難場所と

しての性格を示したのがタイプD；頂である。緊急時に津波避難

者を受け入れた先述の3神社は全てこのタイプに属する。タイプ

図―3 神社の標高別分布数および地形条件による4分類 

表－1 神社の立地する地形条件ごとの属性分類 
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D は全ての神社が被災を免れたにもかかわらず，4 分類中海岸線

からの近接性が最も高い割合を示した。すなわち，海岸沿いの小

高い丘や岬状の地形上に選択的に勧請された神社である可能性が

示唆された。また津波襲来時の避難地としての潜在性をうかがわ

せる立地特性であると考察できる。  
比較検討のために，町指定の避難場所の平均標高を町内沿岸部

ついて同様の手法で求めると海抜約 20.4m であった 14）。これら

の避難場所は2006 年12 月に指定されたもので，学校や集会所，

寺社など主に公共施設が割り当てられた。町内沿岸部全 67 ヶ所

のうち，34ヶ所が津波の被害を受けたことが報告されている11）。 
以上，南三陸町沿岸部における神社の立地特性を地形という観

点から分類し，概観してきた。震災後の避難行動を裏付けるよう

に神社の標高は一概に高いことが示されたが，一方で神社周辺の

地形条件によってその被災率や標高，神社の持つ属性が大きく異

なることが示された。次章では神社がこうした立地特性に至った

背景を歴史的史実と照らし合わせながら考察していく。 
 
４．神社の立地特性に関わる歴史的背景 
（１）方法 
町内沿岸部の神社が現在の位置に立地するに至った歴史的背景

を把握するために，町史および各種歴史資料を収集し，参照した。

また3章同様，歴史地図をGISに取り込み，現在の地形，神社の

立地との重ね合わせを行い，歴史的事項との関連を調べた。さら

に，町内沿岸部3地域それぞれの神社の禰宜さん，神主さん，町

の歴史に造詣の深い地元有識者を 2011 年より複数回訪問し，神

社の由来や地域における役割・関わり方の変遷，震災直後の状況

について聞き取り調査を行い，考察時の補足資料として用いた。 
（２）結果 

１）戦国期：館の構築と武家階級による神社の勧請 
1189年における源頼朝の奥州征伐後，封建社会が全国的に確立

するに伴い，関東方面から領地経営のため，多くの武士団が東北

地方に移住し開田をはじめた。こうした武士団の一部が戦国動乱

の時代を経る中において，次第に幕府の監視の目を逃れ，在地豪

族として独立していくこととなる 15）。とりわけ，東北地方は地理

的に中央政府から遠い存在にあり，幕府の影響力が及びづらく，

そのため移住してきた豪族は，各自の領地を自身の力で防衛する

以外に方策がなかった。こうした歴史的および地理的背景から，

最も政情が不安定だった南北朝時代（1336-1392）頃より「館」

と呼ばれる自衛のための軍事拠点が出現しはじめる。武家社会の

確立に伴い，館や城といった軍事拠点の建設は全国的な傾向とい

えるが，特に東北地方には多く建設された。初期の開発形態とも

いえる，館の大きさは様々であり，10ha を超える大規模な志津

川・朝日館や歌津・臥牛館に対して，0.1ha 程度の小規模な出城

のようなものまで存在した。屋敷は斜面地を開削した狭隘な平地

に建てられ，多くの家臣等は館の周辺の耕地に居住していた 16）。 
南三陸町内 29 ヶ所に残る館跡の建設された立地特性を現在の

地形との関連からみていくと（図―1），平野部を見渡すことので

きる斜面地や，河口部・海上の様子をうかがい知ることのできる

岬状の地形が選択的に選ばれていたことがみてとれる。例えば志

津川の小森館や要害館などは海抜 50m を超える高台に位置して

いたとみられ，急峻な斜面の眼下には，震災以前宅地や田畑とな

っていた低地部一帯が広がる。かつて，河口域や河川沿いの広い

空間には湿地帯が形成していたとされ，館が自然の要害としてそ

ういった湿地を利用していたことも推測できる。他方で，戸倉・

松崎館や若宮館のように海に突き出した岬地形上に作られたもの

も多く存在する。こうした地形が選ばれた背景には，急峻な三陸

沿岸の陸路に対して，海路からの侵入を企てる水軍に対しての防

備といえる。 

館には軍事拠点としての役割と同時に，敷地内やその周辺には

宗教施設も併設されていた。結果的に，町内各地に残っているほ

とんどの館跡の近くには寺院や神社が存在することとなった。そ

れは戦国時代という，明日の命も保証されない時代を生きる人々

が生命の安全と後世を祈って，その館主によって勧請されたため

であると考えられている 15）。関東武士が東北地方に移住する際に，

彼らが信仰する故郷の神社や寺院，および神官や僧を共に引き連

れてきた。こうした経緯により，例えば，武神として全国の武士

の間に信仰された八幡信仰や海上安全祈願を目的とした鹿島信仰，

あるいは修験道に関係する熊野信仰といった全国各地の信仰が東

北地方に伝わることとなる。南三陸町内には，戸倉の魔王神社や

歌津・伊里前地区の三嶋神社のように，かつて館があった場所に

現在も神社が建立されているという事例がある。政情の安定化し

た藩政期を迎え，館の本来の役割が形骸化されていく中において，

宗教施設としての役割が残り，そのまま引き続き今日にまで至っ

た例と考えることができる。 
２）館跡と神社の立地との関係性 
町内沿岸部に含まれる22の館跡と震災前建てられていた56神

社の位置関係を重ね合わせ，館跡からの一定距離内に含まれる神

社数を示したのが図―4である。図より館跡から半径100mの範

囲内に4神社（7.1%），500m以内では23神社（41.0%）が含ま

れることが明らかとなった。一方で，館跡から500mの距離に含

まれない神社数も 33 あり，必ずしも館跡と神社の立地が対応し

ていないことも見て取れた。また，3 章同様に各 4 地形条件によ

る分類を行った結果，館跡近くにはタイプC；斜面やタイプD；

頂の占める割合が総じて高いことが示された。すなわち，館跡に

近い神社ほど，大きな社屋を持ち，標高が高く，被災率の低い傾

向にあることが分かった。神社個々の云われや由緒が度重なる津

波被害によって，判然としないことが多いなか，本結果から館跡

に近く，タイプ C やタイプ D に分類される神社は概して歴史が

古く，災害被害の少ない地形条件を選定して勧請された経緯があ

ることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
館跡と神社の立地には一定の距離的関連はみられたものの，残

りの 33（59%）の神社に関しては，その相関が不明確であった。

この点に関して，その理由を以下2点挙げる。 
i）館と浜の市街地域との空間的なずれ 
 館の立地していた地点は現在の市街地域よりもさらに内陸に位

置している傾向にある。例えば，志津川中心部を取り囲む3つの

館（朝日館，新井田館，小森館）は海岸線から約1-2kmの距離が

あり，市街地内および周縁部に位置する神社からも離れている。

志津川中心部の町割りが形成されたのは 17 世紀中期であり，そ

れ以前は八幡川・水尻川・新井田川の3河川が海へと注ぐ河口域

をなしていた。そのため一帯では湿地帯が形成されており，現在

に比べて水際線が深く内陸へ入り込んでいたことが推定されてい

る。中世期以降，土地の開墾や山林を伐採する過程において，徐々

図－4 館跡と震災以前の神社との位置関係 
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に土砂が流出し，河口域に堆積した結果，現在の市街地の基盤を

形成するに至った 15）。すなわち，時代が下って河口域に土地が造

成され，館から離れた位置に新市街地，そして付随するように神

社が新たに勧請されたことから，両者の位置にずれが生じたもの

と考えられる。そのことを示唆するように，市街地内やその縁辺

部に卓越するタイプA；平地やタイプB；縁が，図―4 の結果よ

り，館跡周辺に少ないことが見て取れる。あるいは，同様の視点

から，館跡近くに位置していた神社が新しい市街地近傍へ移動し

た結果として考えることもできる。こうした一連の出来事は志津

川中心部のみに限らず，町内沿岸部一貫して似たような地形的特

徴を有し，また海岸線に沿って館跡が点在する点を踏まえると，

他の浜においても同じような作用が生じたものと考えられる。 
ii）浜の発展に伴う新たな神社の勧請 
江戸藩政期以降，東北の地も政情が安定化すると，浜ごとに多

くの神社が新たに勧請された 17）。その背景には，村・町という共

同体の誕生があり，神社は集落内の結束を固めるための重要な役

割を担った。古くから半農半漁の生活形態を営み，年間を通じて

生業に勤しむ住民らが定期的に一か所に集い，集会や祭りを主宰

する立場として，神社や神主が位置づけられていた。それゆえ，

各浜に神社が必要となり，住民主導で積極的に勧請された。その

結果，中世期の館とは無関係の神社が，各浜の発展と共に新たに

建てられたこととなる。新たな神社の勧請に際して，日本人は古

来より，自らの生活空間の中から神聖感の強い場を選んで神々の

座と定め，信仰の対象としてきた 18）。なかでも盛り上がった地形

は土地精霊がこもる場所として認識され，町の近傍でかつ周縁部

に位置し，山容が目立ち，木々が鬱蒼と生えた場所が選ばれてき

た歴史をもつ 19）。多くの東北地方の人々が古くは関東地方はじめ，

全国各地からの移住者であったことを踏まえると，こうした全国

的に共通する地形と信仰に関わる理念が近世の東北地方にも当て

はまることは十分妥当であると考えられる。以上の史実を踏まえ

ると，町内沿岸部には，中世期の館に関連性をもつ神社と藩政期

の住民主導で勧請された神社とが混在することとなったと考察さ

れる。 
 

５．まとめ 
本研究では，宮城県南三陸町沿岸部に位置する神社の立地特性

について，地形的側面，そして歴史的側面の双方から検証・考察

を行ってきた。高台に位置する神社が多くの人々の避難場所にな

ったという事実は広く知られていることであるが，本研究ではさ

らに詳細な分析を行うことによって，神社周辺の地形条件に応じ

て，その被災率や標高などの特性が大きく異なることが示された。

またそうした立地場所を規定した背景には，三陸沿岸部特有の歴

史的・地理的背景を理解する必要があった。すなわち，まず中世

戦国期において，地の利を生かした軍事拠点，館の建設に付随す

る形式で神社は勧請された。それらはとりわけ見晴らしの利く斜

面地や沿岸部に近い岬状の丘陵が好んで選ばれた。次に，江戸藩

政期以降になると，浜の発展とともに，住民による新たな神社の

勧請がもたらされた。それらの立地場所の多くは，元来河口域に

位置していた低平地部内やその縁辺部であったとみられる。こう

した二つの異なる時代背景に裏打ちされた神社の立地特性は，津

波被害の有無や避難場所としての役割といった側面で，顕著な差

異を示す結果となった。 
 

６．計画論への展望と今後の課題 
避難に関わる計画論は，今後の南三陸町の人々の生活を下支え

するものであり，かつ地域の観光業を推進していく上でも不可欠

な要素である。東日本大震災後に神社が果たした役割を再確認す

ると，居住地域に近く高台に位置し，人の行き来が定期的にあり，

また参道がすでに整備されている点を踏まえると，神社は避難場

所として恰好の立地であると考えられる。さらに，地域の歴史・

文化性の象徴である神社は浜に生活する人々の日常風景の中にあ

り，こうした地域性を代弁する場所を津波防災，そして避難とい

う現代的な課題との兼ね合いから積極的に活用していくことの有

用性について今後検討する余地がある。しかし一方で，本研究で

は，神社周辺の地形条件の把握や勧請に関わる歴史的な背景を理

解することの重要性を合わせて指摘した。全ての神社が一様に避

難場所に適っているわけではなく，地形的条件に従って，その潜

在性が大きく左右されることが示された。また避難に適した神社

には相応の歴史的背景を伴うことを本研究では明示した。以上の

ように，東日本大震災直後に神社が避難場所として機能した教訓

を，地形と歴史という観点から詳細に検証してはじめて，今後の

防災計画を展望する上での有効な知見となりうる。 
しかしながら，刻一刻と進展する復興事業において，本研究で

提示した視点がいかに実際の計画に適用できるかについての具体

的な検討は十分にはできなかった。今後は，地域住民や地元神主

さんらの意向を把握しながら，ハードとソフト両側面の復興をい

かに効果的に関連させ，災害に強いまちづくりを展開していくか

の議論が研究課題となる。 
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